
災害時の医療体制の確保について 
 

１ 広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）とは 

   災害時に被災した都道府県を越えて医療機関の稼働状況など災害医療に 

  関わる情報を共有し、被災地域での迅速かつ適切な医療・救護に関わる各 

  種情報を集約・提供することを目的とする厚生労働省が運営するシステム。 

  【主な機能】 

   ・医療機関の被災状況の入力・閲覧 

   ・ＤＭＡＴ、救護班の活動状況の入力・閲覧 

 

 

２ ＥＭＩＳ運用等の見直し（平成２６年８月末～） 

 ア ＥＭＩＳ利用医療機関の拡大 

   ＥＭＩＳの参加医療機関に透析医療機関を追加。その後、全病院を追加 

  する。 

 

      【従 前】              【見直し後】 

                 

                      

  

 

                      

 

 

 イ 定期的な入力訓練の実施 

   災害時のＥＭＩＳ運用を確実に行うため、３か月に１度、入力操作訓練 

  を実施する。 

 

 ウ 災害医療コーディネーターの指定 

   災害時の医療救護に関する協定に基づき、医師会から会員を推薦してい 

  ただき、県が災害医療コーディネーターとして指定する。 

   【主な役割】 

    ・災害対策本部（医療救急部長）への助言等 

    ・災害医療情報のとりまとめ 

 

 エ 透析災害医療コーディネーターの指定 

   災害医療コーディネーターの指示を受けて、災害時の透析医療に関して 

  コーディネートを行う「透析災害医療コーディネーター」を指定する。 

   【主な役割】 

    ・透析患者や透析医療機関の被災状況の把握 

    ・透析患者の受入調整（県内ブロックでの調整 → 全県での調整） 

・全病院 

・救急告示医療機関 

・協力医療機関 

・透析医療機関 

 

・救急告示医療機関 

・協力医療機関 

 

拡大 
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地域ブロック

嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

秩父市

所沢市

飯能市

加須市

本庄市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡市

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町
小川町

ときがわ町

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

【参考】災害時の組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】透析医療に係る県内ブロック分け 

 


